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本報告の目的
近年，閉山後の炭鉱跡地は，産業遺産やま
ちづくりのテーマとして，とらえなおされて
いる．そのなかで，三池炭鉱（福岡県大牟田
市・熊本県荒尾市）は1998年に宮原坑跡と万
田坑跡が，炭鉱では初めて国の重要指定文化
財に指定された．2000年には，国の有形登録
文化財に登録されている．現在は「九州・山
口の近代化産業遺産群」のひとつとして，世
界遺産をめざしている．この傾向は，これま
での炭鉱をめぐって議論された研究とは異な
る段階にある．
文化財指定後，大牟田市やNPO?は炭坑跡
を公開し，見学者にガイドや炭坑跡の説明を
する活動を行っている．炭鉱を文化財として
とらえなおす傾向は，ますます高まってきて
いる．しかし，かつてそこで生活した体験は，
建物跡を手がかりになされるガイドからで
は，部分的にならざるをえない．本報告では，
三池炭鉱の稼働時に周辺地域で生活していた
人々への聞き取りにもとづき，社宅生活での
暮らし方とその評価を明らかにする．
三池炭鉱の特徴
三池炭鉱は，福岡県大牟田市と熊本県荒尾
市一帯にまたがる国内の大規模炭鉱であっ
た．明治時代から石炭産業が本格的に発達し
た．1873年に官営の炭鉱になるものの，1889
年に三井に払い下げられたのちは，三井の経
営下におかれる．戦後は引き揚げ者が全国か
ら集結した．1959年から60年にかけては，約
一年間の労働争議がおこり，1963年に三川坑
爆発事故が発生し，458人もの死者を出す．三
池炭鉱は，囚人労働や中国・朝鮮人の強制労
働，労働争議による住民の分裂，爆発事故や
その後の訴訟など，様々な問題の象徴として
の側面をもっている．だが地元では，これら
のことについて，公に語られることはほとん
どなかった．炭鉱は1997年３月末をもって閉
山している．
稼働期の炭鉱をめぐる研究（主に戦後）で
は，稼働中の坑内の労働条件が挙げられる．
閉山後であれば失業問題，雇用問題，閉山後
のコミュニティ研究などの研究が中心であっ
た?．しかし博物館の設立?や，映像やアーカイ
ブにみられる証言の公開のように，「保存する
時代」である現代社会においては，より現代
に近い出来事，つまり「『今』の意識的な保存」
が可能となり，実際に起こった出来事の生存
者や，後の世代を考慮した保存が積極的に推
し進められる（荻野1997）．まちづくりに炭鉱
を「産業遺産」とみなして活用する際にも，
この特徴は顕著にあらわれている．
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?NPO法人「大牟田・荒尾炭鉱のまちファンクラブ」の
こと．
?例えば（鈴木ほか1992），（森・原田1999）などが挙げられ
る．また，近年の三池炭鉱を産業遺産として活用し，地元
NPOの活動動向を研究した（永吉2002，2003）がある．
?三池炭鉱については，1995年に大牟田市石炭産業科学
館が，2000年に熊本県荒尾市に万田炭鉱館が開館して
いる．
本報告の位置づけ
現在，三池炭鉱で過ごした体験は，炭坑跡
の文化財指定やまちづくりを中心とした文脈
におかれている．報告者らはNPO法人「大牟
田・荒尾 炭鉱のまちファンクラブ」の協力
を得て，2006年より三池炭鉱の周辺地域で生
活している者，あるいはかつてその地域に住
んでいた者に生活史を聞き取る調査を行っ
た?．
本報告では，これまでの産炭地地域の問題
とは異なり，炭鉱生活を社宅という住まいの
観点から特に生活改善運動，労働組合活動と
生活との密接さを，生活史の聞き取りから明
らかにする．具体的には，炭鉱社宅で当時ど
のような生活を送ったのかということと，他
の社宅に住んでいる人々をどのように見なし
ていたかについて取り上げる．なお聞き取り
データは，彼らが過ごした終戦後から閉山時
（あるいは退職時）の炭鉱生活に関するものを
扱っている．以上から，炭鉱というコミュニ
ティが社宅ごとに異なること，そしてそれぞ
れの生活において，会社や職場としての炭鉱
との関わりが浮かびあがってくるだろう．
三池炭鉱の社宅のタイプ
三池炭鉱の社宅?には，鉱員社宅，職員社
宅，外来社宅の３つに分けられる?．
鉱員社宅は，集団住宅であり木造の長屋式
住宅である（のちにアパートも建てられる）．
昭和46年時点では約１万戸あり（高木
1997），会社の福利厚生が行き届いていた?．家
賃・水道・電気代もすべて無料（のちに安価）
であり，風呂は共同風呂，水道・便所が共同
の場所もあった．鉱員社宅は，坑口の近くに
建てられ，通勤列車に乗って通勤していた．
社宅内には，会社経営の売店があり，生活用
品をそろえることができた．また，給料日に
なると，労働者本人や妻が「金受け」と言っ
て，人事係事務所には給料をもらう行列がで
きた．
一方で，会社の管理は厳しかったと言える．
どの鉱員社宅でもそうだが，坑口に社宅事務
所があって，門番が立っており，そこの中か
らしか出入りすることはできなかった．
Ａさん（80代女性)：「荷物の大きいものを
持って，顔を見せないと，中の人が寄っ
て，言うと．『お前はどこに行きよるか，
誰か？』と．あの，関所みたいなのがあっ
たんですよ．こう，門が．」
鉱員社宅と労働組合運動
鉱員社宅での住まいの不便を，いかに解消
するか．労働組合の活動の中では，以下のよ
うな主婦たちによる炭婦協（三池炭鉱主婦協
議会，1953年７月に結成）活動が挙げられる．
給料日の前に前借りや借金をする生活が見ら
れたため，社宅内では，給料の一日寝かせ運
動や１円貯金運動が実施された．
Ｂさん（90代女性)：「お金のことも主人に
かけないとほら，奥さんがちゃんとする
とねえ，主人もこのようにすると出てい
く，いちおうそれも，家族の空気の中か
らだって思ったんですよね．仕事場に気
持ちよく行くか，いやいや行くかね．そ
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?報告者らは2006年８月～2009年２月にかけて，これま
で24人に聞き取り調査を行った．調査手法については，
個別あるいは夫婦や親子の場合は同時に訪問し，自由に
語ってもらう形式をとり，必要に際して質問をする形式
をとった．いずれも，三池炭鉱稼働時に三池炭鉱周辺で
生活をしていた様々な職種の人々を対象とした．主な調
査対象者は，三池炭鉱労働者（鉱員，職員），炭鉱労働者の
妻，子供，関連会社，下請け会社の家族および地元の商店
経営者である．
?三池炭鉱では「社宅」という言葉が用いられている．他炭
鉱では「炭住」と呼ばれることが多いが，三池炭鉱の場合
も，「坑夫小屋」「坑夫長屋」「長屋」を経て，近代的な呼び
方の「社宅」になった（高木1997：126）．
?(松岡編1999）では，社宅を「従業員」と「職員」に分けて
いるが，本報告では，聞き取り調査から，「鉱員」・「外
来」・「職員」の３つに分けている．
?たとえば，畳・ふすま・障子，ガラス窓の定期的な交換が
なされた．
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れでここから，１円貯金ていうのを，１
円でも５銭でもいいからっていうことで
ね．」
あるいは社宅の近くにバラックを建て，地
元の農家と契約をし，売りにきてもらう．こ
の他に，郵便局や市役所（税務署）の出張の
手続きなども，交渉により実現された．戦後
すぐは引き揚げ者が多く小中学校も必要だっ
たため建設してもらうよう交渉した．
このように厳しい管理におかれた鉱員社宅
のなかで，労働組合の活動が活発であった．
主婦会（炭鉱主婦協議会）の結成時には，開
会式は社宅のお風呂場を借りて行われ，Ｂさ
んの社宅内の７～８割の70～80人くらいの
主婦が参加したという．集会所はその当時な
く，空いた場所を後から集会所としてもらっ
たため，当時，社宅内で最も人を収容できる
のが共同浴場であった?．
別の鉱員社宅でも，労働組合には早く主婦
会を作るよう言われていた．会を結成してい
ないと，それまでは会社の施設を使わせても
らえなかった．会社の職員に，組合の言うこ
とを聞くと脅されるので，社宅内の主婦たち
は，夫と一緒に勉強したくても，社宅内にあ
るマーケット（売店）に買い物に行くふりを
しながら，参加していたという会社側に「夫
の首がどうなっても知らない」と脅されて，
カメラで写されたら恐ろしいので，買い物か
ごを提げて，見ていない𨻶に集まっていた．
Ａさん（80代女性)：「（会社に見つかった
ら）本当に怖かったですね．だから，（主
婦は）３分の１しか行かなかった．（中略）
私の社宅は250世帯あったけどね，その
中でやっぱ３分の１ぐらいが行って，あ
とは委任状ばやるけん，持って行って，
持って行ってって．」
以上から職場だけではなく，社宅内で労働
組合運動が広がったことが分かる．特に鉱員
住宅では，労働組合運動が当時の生活と結び
ついていたことがうかがえる．本来は，管理
のために作られた社宅が，組合の組織の維持
の場になっていたのだ．
鉱員社宅に住まない選択
一方，鉱員社宅に入りきれなかったり，鉱
員社宅を選ばずに，「外来社宅」という会社の
借り上げた社宅に住むという選択肢をとるこ
とがあった．または組合活動を避けるために，
外来社宅あるいは実家に移動するケースも
あった．
鉱員社宅の生活を一度もしていない事例を
見てみよう．戦後しばらくから1963年の爆発
事故で夫を亡くすまで，外来社宅に住み，の
ちに家を建てて移り住んだケースである．当
時からあえて鉱員社宅ではなく，外来社宅に
住む意志がうかがえる．
Ｃさん（80代女性)：「うちはもう主人が
（鉱員社宅が）好かんかったけんね，社宅
はもう全っ然，行っとらんです．もう最
初から好かんかったです．だけん，一番
最初に結婚した時はですね，それこそ，
水道も外よね．家ん中ないけん．そして
もう，外に汲むところに，長屋でして．
ほんでもう，（社宅ではなく一般の）四軒
長屋を自分のところに買うて，そして，
入ったとですたい．」
鉱員社宅の家族のようなつきあいや，組合
の活動に賛同しない人は，社宅を選択せずに外
来社宅や持ち家に移り住んでいるのである．
一方，社宅といっても職員社宅では，本社
の三井鉱山の経営者の家族が住み，鉱員社宅
や外来社宅との格差が際立っており，労働争
?当時，社宅内の浴場は，300人に一つの割合で置かれて
いた．
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議とは無縁の生活を送っていた．社宅内には，
お琴，尺八，テニスといった教室があり，子
供の衣服も紺の半ズボン，黒いズック，革の
ランドセルで小学校まで車で送迎され，学級
クラスが異なっていたという．小さいころか
ら，職員社宅に住んでいた男性（60代）は「窮
屈だった記憶はない」という．また職員社宅
では子供のころに遊ぶのも，職員の子供どお
しであった．
昇給に伴って職員社宅への移動した労働者
は，その住まいの違いは歴然だったという．
社宅生活は階層によってはっきりと異なって
いることが分かる．
Ｄさん（70代男性)：「まず間数が違う．鉱
員の社宅は４畳半と６畳の２間でしょ．
職員のところは，５間か６間，あってね．
そうとう広かった．それで一番景気がい
いときは女中さんまでいたんですよ．入
口のところに女中部屋っていうのがあっ
てですね．もっと良かったのは，この万
田抗では，蒸気を使っていたから，各家
庭に蒸気がきてました．蒸気で風呂沸か
したり，暖房とったりそんなことができ
たんですよ．」
以上から，社宅生活は階層による違いが
はっきりしているということ，鉱員社宅のコ
ミュニティは共同意識が強く，そのことが生
活改善運動や労働組合活動の広がりがうかが
える．さらに当初から鉱員社宅の評価をめ
ぐって意見が異なり，評価を基準とし，住居
（外来住宅）を選択していたことが挙げられ
る．
むすびにかえて
本報告では，聞き取り調査から，社宅の選
択とそこでの暮らし方を明らかにした．三池
炭鉱に関する証言は，閉山直後から特に活発
に行われ（毎日新聞西部本社編1997），大牟田
市による証言を映像におさめた「こえの博物
館」やNPOの活動によって，保存や公開も進
められている．これらにみられる活動の特徴
は，まちづくりを意識しているだけではなく
地元出身ではない監督に依頼することによ
り，さまざまな立場の証言収集が可能となっ
た．
現在のところ，文化財としての炭鉱や，ま
ちづくりのテーマとして炭鉱を扱う場合，炭
鉱で生活した体験や記憶について，何をどの
ように保存し，公開するかという一貫した基
準があるわけではない．しかし，「こえの博物
館」をもとに2006年に映画化された『三池
終わらない炭鉱
やま
の物語』では，事故や労働争
議の解釈をめぐって，賛否両論の議論を巻き
起こしている．手に届かない過去の話ではな
いため，労働者にとって家族にとって子供に
とっての体験と当事者ではないが，その時代
の日本を知っている者などにとって，三池炭
鉱のとらえ方が異なるからである．アーカイ
ブ化が進められる現在，この問題を考慮した
保存・公開をする必要がある．
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